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平成 25（2013）年

団体などで組織する「朝鮮通信使縁地連絡協議会」の全国交流会を、11月２・
３日、市内で開催します（本紙２、３ページを参照）。（写真　通信使の宿舎と
なった本蓮寺にある三重塔と祖師堂（上）／牛窓燈籠堂跡に復元された燈籠堂（下））

かつて牛窓港に、朝
鮮王朝が派遣した外
交使節団が立ち寄り
文化交流が行われま
した。時代は移り変
わっても、「善隣友
好」の精神は力強く
息づいています。「朝
鮮通信使」にゆかり
のある自治体や民間



　
「
朝
鮮
通
信
使
」
に
ゆ
か
り
の

あ
る
自
治
体
や
民
間
団
体
な
ど
で

組
織
す
る
「
朝
鮮
通
信
使
縁
地
連

絡
協
議
会
」
の
全
国
交
流
会
を
、

11
月
２・
３
日
の
２
日
間
、
瀬
戸

内
市
で
開
催
し
ま
す
。

　
隣
国
大
韓
民
国
や
ア
ジ
ア
を
見

つ
め
、
瀬
戸
内
市
の
歴
史
・
文
化

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
良
い
機

会
で
す
。

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
朝
鮮
通
信
使
は
、
朝
鮮
王
朝
が

日
本
に
派
遣
し
た
外
交
使
節
団

で
、
両
国
間
の
外
交
課
題
の
解
消

や
将
軍
の
代
替
わ
り
を
祝
賀
す
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
、
室
町
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
17
回

来
日
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
、
朝
鮮
国
王
と
徳
川

将
軍
は
通
信
使
に
よ
っ
て
国
書
を

交
換
し
、
両
国
の
友
好
関
係
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
民
衆

は
通
信
使
が
も
た
ら
す
異
文
化
に

憧
れ
、
通
信
使
と
藩
の
儒
学
者
な

ど
は
各
地
で
活
発
な
文
化
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　
瀬
戸
内
市
に
お
い
て
は
、
牛
窓

港
（
牛
窓
町
牛
窓
）
に
、
朝
鮮
通

信
使
が
計
11
回
寄
港
し
、
そ
の
う

ち
９
回
は
上
陸
し
て
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
通
信
使
一
行
の
宿
舎
と
な
っ
た

本
蓮
寺
に
は
書
軸
や
陶
器
な
ど

が
、
宿
館
と
な
っ
た
御
茶
屋
の
跡

地
に
は
土
塀
の
礎
石
や
井
戸
な
ど

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
潮
待
ち
風
待
ち
の
港
と
し
て
栄

え
た
牛
窓
は
、
江
戸
時
代
に
藩
の

重
要
な
港
と
し
て
港
湾
整
備
が
行

わ
れ
、
今
も
一
文
字
波
戸
や
牛
窓

燈
籠
堂
跡
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
牛
窓
町
牛
窓
紺
浦
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
「
唐
子
踊
」
も
朝
鮮
通

信
使
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

・
記
念
講
演

　
演
題
：
牛
窓
「
朝
鮮
通
信
使
関

連
史
跡
」
～
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化

遺
産
の
登
録
を
目
指
し
て
～

　
講
師
：
賈カ

鍾ジ
ョ
ン
ス壽
氏
（
就
実
大
学

教
授
）

　

・
日
韓
芸
能
交
流

　
市
内
小
学
生
に
よ
る
糸
操
り
人

形
劇
「
朝
鮮
通
信
使
物
語
」・
韓

国
芸
能
「
プ
チ
ェ
チ
ュ
ム
」・
農

楽「
サ
ム
ル
ノ
リ
」・合
唱・リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
、
唐
子
踊
保
存
会
に
よ

る
唐
子
踊
、
名
刀
太
鼓
、
大
韓
民

国
密ミ
リ
ャ
ン陽
市
中
学
生
に
よ
る
農
楽
演

奏
な
ど

　

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
︵
実
地
学
習
︶

　
牛
窓
港
周
辺
を
歩
き
、
そ
の
歴

史
に
触
れ
ま
す
。
フ
ェ
リ
ー
に
よ

る
遊
覧
も
あ
り
ま
す
。

　
定
員
は
先
着
30
人
、
参
加
費
は

一
人
１
、０
０
０
円
で
す
。

　
10
月
16
日
（
水
）
ま
で
に
、
電

話
で
お
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
　

全
国
交
流
会
瀬
戸
内
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局
︵
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
内
︶

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

　
当
時
の
朝
鮮
通
信
使
の
行
列
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
色
と
り
ど
り
の

衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
参
加
者
ら

が
、
通
信
使
一
行
の
宿
舎
と
な
っ

て
い
た
本
蓮
寺
ま
で
練
り
歩
く

「
朝
鮮
通
信
使
行
列
」
を
行
い
ま

す
。
本
蓮
寺
に
到
着
し
て
解
散
し

た
後
は
、郷
土
料
理「
水か

こ夫
の
じ
ゃ

ぶ
じ
ゃ
ぶ
」
を
参
加
者
に
振
る
舞

い
ま
す
。

▽
参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
行
列
の
参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
10
月
20
日
（
日
）
ま
で
に
、

電
話
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

瀬
戸
内
牛
窓
国
際
交
流
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局　

岡
さ
ん

☎
０
９
０-

３
０
５
５-

５
１
０
８

　

市
内
の
商
工
業
者
と
各
種
団
体

が
連
携
し
、
企
業
の
紹
介
や
特
産

品
・
地
元
商
品
の
販
売
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
瀬
戸
内
市
こ
り
ゃ
あ

う
め
～
じ
ゃ
ね
ェ
か
コ
ン
テ
ス

ト
」
と
し
て
、
地
元
食
材
を
使
っ

て
工
夫
を
凝
ら
し
た
料
理
や
お
菓

子
を
販
売
。
来
場
者
の
投
票
で
グ

ラ
ン
プ
リ
（
最
優
秀
者
）
を
決
定

し
ま
す
。
地
元
特
産
品
な
ど
が
当

た
る
抽
選
会
の
開
催
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委

員
会︵
瀬
戸
内
市
商
工
会
牛
窓
支
所
︶

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
３
７
７

・
11
月
２
日
（
土
）

　

邑
久
高
校
東
の
市
職
員
駐
車

場
、
市
役
所
本
庁
駐
車
場
、
邑
久

高
校
駐
車
場

・
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

　
キ
ラ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
駐

車
場
（
瀬
戸
内
警
察
署
南
）、
出

島
公
園
、
出
島
公
園
東
の
県
営
桟

橋
の
臨
時
駐
車
場

　
11
月
３
日
（
日
・
祝
）
は
、
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
午
前
８
時
20

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
運
行
し
ま

す
。停
留
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

①
Ｊ
Ｒ
邑
久
駅

②
市
立
美
術
館
駐
車
場

③
キ
ラ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場

④
出
島
公
園
東

⑤
バ
ス
停
「
牛
窓
」

朝
鮮
通
信
使
と
は

瀬
戸
内
市
と
朝
鮮
通
信
使

主
な
催
し
物

︵
日
時
な
ど
は
左
表
参
照
︶

瀬
戸
内
牛
窓
国
際
交
流

フ
ェ
ス
タ
：
11
月
３
日（
日
・
祝
）

キ
ラ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
３
：
11
月
３
日（
日
・
祝
）

駐
車
場
は
こ
ち
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行

11 月２日（土） 11月３日（日・祝）
【朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流会瀬戸内大会】

開会行事 13:00 ～ 13:40（中央公民館）
記念講演（牛窓「朝鮮通信使関連史跡」）13:40 ～ 14:40（中央公民館）
日韓芸能交流

（人形劇、韓国芸能、合唱、演奏など） 14:50 ～ 17:10（中央公民館）

閉会行事 17:10 ～ 17:40（中央公民館）

日韓芸能交流（韓国芸能、演奏など） 13:00 ～ 14:00
（キラリンフェスティバル会場）

フィールドワーク（実地学習） 9:00 ～ 12:00（海遊文化館集合）

※関連の催し物

朝鮮通信使ゆかりのまち観光展 9:00 ～ 21:30（中央公民館）
※ 10/29 ～ 11/1、11/5 ～ 11/10 も実施

10:00 ～ 16:00
（キラリンフェスティバル会場）

密陽市紹介写真展 9:00 ～ 21:30（中央公民館）
※ 10/29 ～ 11/1、11/5 ～ 11/10 も実施

日本の文化展
（絵画、陶芸、書道、華道、菊の展示）

9:00 ～ 17:00（中央公民館）
※ 11/1 も実施

辛
シ ン

基
ギ ス

秀ドキュメンタリー映画
「江戸時代の朝鮮通信使」上映

9:00 ～ 21:30（中央公民館）
8:30 ～ 17:00（瀬戸内きらり館）
※ 10/29 ～ 11/1 も実施

8:30 ～ 17:00（瀬戸内きらり館）

おもてなしお茶席（先着 200 人限定） 10:00 ～ 16:30（中央公民館）

【同時開催の催し物】

瀬戸内牛窓国際交流フェスタ
（朝鮮通信使行列）

・集合　9:00（牛窓町公民館）
・行列　9:45 ～ 12:00
　 （牛窓町公民館～キラリンフェス

ティバル会場～本蓮寺）
・国書交換式　12:30 ～ 13:00（本蓮寺）
※雨天の場合は、国書交換式のみ実施

キラリンフェスティバル２０１３
（瀬戸内市こりゃあうめ～じゃねェか

コンテストなど）

10:00 ～ 16:00
（瀬戸内警察署南の広場）

※雨天決行

△

昨
年
の

　

朝
鮮
通
信
使
行
列

△

キ
ラ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

２
０
１
１

△

唐
子
踊

11 月２日（土）、３日（日・祝）開催
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朝鮮通信使ゆかりのまち
全国交流会瀬戸内大会
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業
、
安
全
安
心
事
業
、
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
各
事
業
費
の
算
定
、
事

業
資
金
の
調
達
に
関
す
る
審
査
作

業
を
行
う
と
と
も
に
、
県
条
例
に

基
づ
く
開
発
許
可
お
よ
び
県
と
市

と
事
業
者
の
３
者
に
よ
る
自
然
保

護
協
定
の
締
結
に
向
け
て
、
県
と

の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
に
お
い
て
も
、
事
業
者
と
協

議
を
進
め
、
事
業
者
と
締
結
す
る

施
行
協
定
に
関
す
る
事
業
内
容
、

役
割
分
担
、
土
地
賃
貸
借
契
約
に

関
す
る
貸
付
の
諸
条
件
を
取
り
決

め
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
11
月
頃
か
ら
の
工
事

着
手
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
事

業
者
か
ら
電
力
会
社
の
変
電
所
へ

接
続
す
る
送
電
線
敷ふ
せ
つ設
工
事
の
工

期
が
想
定
よ
り
も
長
期
化
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
そ
の
対
応
策
の
検

　
は
じ
め
に

　　
東
洋
経
済
新
報
社
で
は
、
全
国

の
市
を
対
象
に
「
住
み
よ
さ
ラ
ン

キ
ン
グ
」
を
毎
年
公
表
し
て
い

ま
す
が
、「
都
市
デ
ー
タ
パ
ッ
ク

２
０
１
３
年
版
」
に
掲
載
さ
れ
た

最
新
結
果
に
よ
る
と
、
本
市
は
、

全
国
で
70
位
、
中
国
・
四
国
で
４

位
、
岡
山
県
で
１
位
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
は
平
成
24
年
度
も

転
入
超
過
の
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
出
生
数
を
上
回
る
死

亡
数
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て

は
若
干
の
人
口
減
少
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

市
の
持
続
的
発
展
に
は
定
住

人
口
を
さ
ら
に
増
や
す
取
り
組

み
が
必
要
で
、
暮
ら
し
を
さ
ら

に
魅
力
の
あ
る
も
の
に
す
る
取

り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
う

ち
、
実

※

質
公
債
費
比
率
は
、
こ
れ

ま
で
の
借
入
抑
制
の
効
果
か
ら
公

債
費
が
減
少
し
て
お
り
、15・７
％

か
ら
14
・
３
％
へ
と
前
年
度
に
続

き
下
が
っ
て
い
ま
す
。
将

※

来
負
担

比
率
は
、
交
付
税
措
置
の
な
い
企

業
団
地
へ
の
借
入
が
増
加
し
た
影

響
か
ら
、
79・９
％
か
ら
86・３
％

へ
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
期
間
延
長

　　
平
成
24
年
７
月
か
ら
実
証
運
行

を
実
施
し
て
い
る
瀬
戸
内
市
デ
マ

ン
ド
バ
ス「
モ
ー
モ
ー
バ
ス
」は
、

７
月
末
現
在
、利
用
登
録
者
数
１
、

３
８
９
人
、
そ
の
う
ち
利
用
者
が

５
１
２
人
、利
用
割
合
は
36・９
％
で
す
。

　
利
用
者
数（
実
員
）４
、７
６
０
人
、

１
日
平
均
12
人
で
す
。
ま
た
、
予

約
件
数
（
運
行
回
数
）
９
、１
５
９

回
、
１
日
平
均
23
・
１
回
で
す
。

　
７
月
の
１
カ
月
間
で
は
、
利
用

討
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

着
手
時
期
が
若
干
遅
れ
る
と
の
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
対
応
策
の
検
討
状
況
を
逐
次
把

握
す
る
と
と
も
に
、
着
実
に
事
業

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
事
業
者
へ
助

言
、
指
示
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
介
護
施
設
の
事
業
者
決
定

　
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

中
で
、
要
介
護
度
が
中
重
度
と

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お

い
て
、自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

小

※

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
と
認

※

知
症
対
応
型
通
所
介
護
事

業
所
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
公
募
を
行
い
、
社
会
福

祉
法
人
誠
和
を
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
者
に
、
株
式
会
社

創
心
會
を
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
事
業
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
は
本
年
度
中
に
完
成

し
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
開
所
す

る
予
定
で
す
。

在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
を
受
託

　　
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

  Adm
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行
政
報
告

平
成
25
年
９
月
定
例
議
会
が
９
月
３
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

準
備
室
で
は
、
本
年
度
新
た
に
岡

山
県
の
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業

の
委
託
を
受
け
、
６
月
に
第
１
回

瀬
戸
内
市
在
宅
医
療
・
福
祉
・
保

健
連
携
推
進
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
会
議
で
は
、医
師
会
を
は
じ
め
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
に
関

す
る
14
の
組
織
団
体
の
代
表
者
が

参
加
し
、
研
修
会
や
情
報
提
供
な

ど
の
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
医
師
会
と
の
意
見
交

換
、
在
宅
療
養
に
関
す
る
啓
発
講

演
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
の
実

施
に
よ
り
、市
民
病
院
、医
師
会
、

歯
科
医
師
会
、
介
護
事
業
所
、
福

祉
施
設
な
ど
が
連
携
し
、
い
つ
で

用
語
の
解
説
・
備
考

経
常
収
支
比
率

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

な
ど
の
経
常
経
費
に
、
市
税
、

普
通
交
付
税
な
ど
を
中
心
と
す

る
経
常
的
な
一
般
財
源
が
ど
の

程
度
充
当
さ
れ
て
い
る
か
を
み

る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
判
断
す
る
た
め
の
指

標
。
一
般
的
に
70
～
85
％
の
範

囲
が
望
ま
し
い
。

実
質
公
債
費
比
率

　

公
営
企
業
会
計
の
公
債
費
に

あ
た
る
繰
出
部
分
な
ど
を
加
え

た
実
質
的
な
元
利
償
還
金
の
水

準
を
測
る
指
標
。
資
金
繰
り
の

危
険
度
を
示
す
。

将
来
負
担
比
率

　

普
通
会
計
の
市
債
残
高
に
加

え
て
将
来
に
わ
た
る
公
営
企
業

や
一
部
事
務
組
合
、
債
務
負
担

行
為
の
元
金
償
還
に
相
当
す
る

負
担
見
込
額
、
退
職
手
当
の
支

給
予
定
額
、
外
郭
団
体
の
債
務

負
担
見
込
額
な
ど
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
な
負
債
を
表
す
指
標
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　

利
用
者
が
可
能
な
限
り
自
立

し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
選
択
に

応
じ
、
施
設
へ
の
「
通
い
」
を
中

心
と
し
て
、
短
期
間
の
「
宿
泊
」

や
利
用
者
の
自
宅
へ
の
「
訪
問
」

を
組
み
合
わ
せ
、
家
庭
的
な
環
境

と
地
域
住
民
と
の
交
流
の
中
で

日
常
生
活
上
の
支
援
や
機
能
訓

練
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
。

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

　

認
知
症
の
利
用
者
を
対
象
に

し
た
専
門
的
な
ケ
ア
を
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
。
通
所
介
護
の
施

設
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
）
に

通
い
、
食
事
や
入
浴
な
ど
の
日

常
生
活
上
の
支
援
や
、
生
活
機

能
向
上
の
た
め
の
機
能
訓
練
や

口
腔
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
日
帰
り
で
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
宅
に
こ
も
り
き
り
の

利
用
者
の
社
会
的
孤
立
感
の
解

消
や
心
身
機
能
の
維
持
回
復
だ

け
で
な
く
、
家
族
の
介
護
の
負

担
軽
減
な
ど
を
目
的
と
す
る
。

者
数
（
実
員
）
５
８
８
人
、
１
日

平
均
19
人
、
予
約
件
数
（
運
行
回

数
）
１
、１
３
５
回
、
１
日
平
均

36
・
６
回
で
あ
り
、
少
し
ず
つ
で

す
が
利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
運
行
時
間
や
予
約
受

付
時
間
の
拡
大
な
ど
の
効
果
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
実
証
運
行
期
間
は
平
成
25
年
12

月
末
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

利
用
者
も
増
え
て
き
て
お
り
、
改

善
後
の
検
証
を
慎
重
に
行
う
必
要

が
あ
る
た
め
、
実
証
運
行
期
間
を

平
成
25
年
度
末
ま
で
に
延
長
し
、

利
用
実
態
の
分
析
と
費
用
対
効

果
の
検
証
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
普
通
会
計
決
算
状
況

　
平
成
24
年
度
普
通
会
計
の
決
算

状
況
は
、歳
出
面
で
前
年
度
比
２・

２
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
投
資
的
事
業
費
が
大
幅

な
増
加
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要

因
で
す
。
扶
助
費
・
人
件
費
の

義
務
的
経
費
増
加
の
ほ
か
、
職
員

数
削
減
な
ど
の
影
響
か
ら
委
託
料

な
ど
の
事
務
的
経
費
が
増
加
と
な

り
、
物
件
費
も
前
年
度
に
続
き
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会

計
・
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
も
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
面
は
１・
７
％
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
財
源
で
は
税
源
移
譲
の

効
果
に
よ
り
個
人
市
民
税
は
増

加
し
ま
し
た
が
、
法
人
市
民
税
・

固
定
資
産
税
が
減
少
と
な
っ
た

ほ
か
、
主
要
な
一
般
財
源
で
あ

る
地
方
交
付
税
・
臨
時
財
政
対

策
債
が
減
少
し
た
た
め
、
一
般

財
源
全
体
で
３・
６
％
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
増
加
の
主
な
要
因
は
、

投
資
的
事
業
増
加
に
伴
い
財
源

と
し
て
借
入
を
行
っ
た
臨
時

財
政
対
策
債
以
外
の
地
方
債
が

１
３
８・
６
％
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
市
債
残
高
は
、
近
年
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、
合
併
特
例
事

業
債
の
増
加
や
新
た
な
制
度
で

あ
る
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

の
借
入
な
ど
に
よ
り
増
加
に
転

じ
て
い
ま
す
。

　
基
金
は
、
繰
越
金
か
ら
財
政
調

整
基
金
へ
の
積
立
や
将
来
の
公
債

費
増
加
に
備
え
る
た
め
の
減
債
基

金
へ
の
積
立
な
ど
に
よ
り
、
一
般

会
計
で
は
前
年
度
末
残
高
よ
り
も

６・７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
経

※

常
収
支
比
率
は
、
歳
入
一
般
財

源
の
減
少
か
ら
前
年
度
の
83
・
２
％

か
ら
86・７
％
へ
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
の
推
進

　
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
適

正
廃
止
に
向
け
た
覆
土
に
つ
い
て

は
、
予
定
ど
お
り
国
土
交
通
省
中

国
地
方
整
備
局
岡
山
河
川
事
務
所

か
ら
の
ま
と
ま
っ
た
規
模
の
搬
入

が
進
ん
で
お
り
、
本
年
度
上
半
期

で
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
に

お
い
て
、
太
陽
光
発
電
所
関
連
事

約 500㌶の錦海塩田跡地
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も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

11
月
ま
で
に
新
病
院
建
設
の

事
業
費
の
削
減
を
検
討

　　
埋

※

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
も
終
わ

り
、
現
在
出
土
品
の
整
理
な
ど
の

後
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
造
成
工
事
に
つ
い
て
は
、
開
発

協
議
の
段
階
で
調
整
池
の
施
工
が
条

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
建
設
費
を
含
む
事
業
費

の
削
減
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を

介
し
医
療
機
器
を
安
く
購
入
す
る

な
ど
、
極
力
計
画
の
金
額
に
近
づ
く

よ
う
、今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
中
に

新
病
院
建
設
工
事
を
着
工
す

る
こ
と
が
県
費
補
助
金
約

４
億
８
、５
０
０
万
円
の
交
付
条

件
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
遅
く
と

も
11
月
ま
で
に
検
討
結
果
を
報
告

し
ま
す
。

　
新
病
院
効
果
な
ど
に
よ
り
、
建

築
後
は
現
在
の
１・
６
倍
の
収
入

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
本
市
か

ら
近
隣
の
病
院
へ
相
当
の
数
の
入

院
患
者
が
流
出
し
て
い
る
調
査
結

果
も
あ
り
、
医
師
、
看
護
師
一
丸
と

な
り
新
規
の
入
院
患
者
増
と
一
人

当
た
り
の
日
当
点
の
増
を
重
点
的

に
取
り
組
む
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
資
質
の
向
上
を
目
指
す

た
め
に
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

な
ど
に
よ
る
職
員
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
新
病
院
で
は
新
し
く

回

※

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
と
療
養
病
棟
を
設
け
る
た
め
、

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

　

弥
生
中
期
か
ら
後
期
（
お
よ

そ
２
、０
０
０
年
ほ
ど
前
）
の
生

活
の
跡
（
埋
蔵
文
化
財
）
が
あ

る
た
め
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
現
場
で
は
、
弥
生
土
器
の

破
片
な
ど
の
遺
物
や
井
戸
の
跡
な

ど
の
遺
構
が
多
く
発
見
さ
れ
た
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

　

大
き
な
病
気
や
怪
我
を
し
た

後
に
、
医
学
的
・
心
理
的
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
な
時
期
の
患
者
を
受

け
入
れ
、
自
然
回
復
を
促
す
環

境
を
つ
く
り
、
集
中
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

心
身
と
も
に
回
復
し
た
状
態
で

自
宅
や
社
会
へ
戻
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
病
棟
。

下
水
道
事
業
審
議
会

　

学
識
経
験
者
や
下
水
道
利
用

者
な
ど
に
よ
る
市
の
下
水
道
事

業
に
関
し
て
調
査
と
審
議
を
行

う
組
織
。
平
成
24
年
８
月
23
日

に
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、
４

回
の
会
議
で
審
議
・
検
討
を
重

ね
た
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

岡
山
県
の
平
成
25
年
度
学
力
・

学
習
状
況
調
査
は
、
中
学
校
１

年
生
を
対
象
に
４
月
に
実
施
し
た
。

　
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を

踏
ま
え
た
取
り
組
み

　
岡
山
県
と
市
独
自
の
学

※

力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

各
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
学
習
面
で
は
、
本
年
度
か
ら
進

め
て
い
る
体
験
型
授
業
を
中
心

に
、
特
に
学
ぶ
力
の
原
動
力
で
あ

る
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
授
業

改
善
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　
生
活
面
で
は
、
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
家
庭

や
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
生

活
習
慣
や
学
習
習
慣
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
特
別
展

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
毎
年
夏
休
み
期

間
に
合
わ
せ
て
若

※

者
向
け
の
刀
剣

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

７
月
13
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
、

「
二
次
元
Ｖバ
ー
サ
スＳ
日
本
刀
展
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
本
展
覧
会
は
林
原
美
術
館
、
瀬

戸
内
市
立
美
術
館
と
の
合
同
企
画

科
学
大
臣
賞
を
含
め
15
作
品
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

新
図
書
館
設
計
業
者
決
定

　　

新
図
書
館
の
設

※

計
業
務
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
は
、
41
者
か
ら
企
画
提

案
書
の
提
出
が
あ
り
、
第
１
次
審

査
で
選
定
さ
れ
た
５
者
に
よ
る
提

案
説
明
を
実
施
し
、
審
査
会
で
東

京
都
の
香
山
壽
夫
建
築
研
究
所
が

最
優
秀
者
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
教
育
活
性
化
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　　
地
域
に
お
け
る
課
題
に
対
し
、

公
民
館
な
ど
を
中
心
と
し
て
解
決

に
向
け
た
地
域
人
材
に
よ
る
取
り

組
み
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
を
通
じ
て
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

２
つ
の
文
部
科
学
省
委
託
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
１
つ
目
は
地
域
の
防
災
拠
点
形

成
支
援
事
業
で
、
牛
窓
町
公
民
館

を
拠
点
に
地
域
防
災
力
の
強
化
を

図
る
も
の
で
す
。

　
２
つ
目
は
教
育
的
資
源
を
活
用

し
た
地
域
課
題
解
決
支
援
事
業

で
、
市
が
保
有
す
る
写
真
な
ど
の

国
語
、
数
学
、
理
科
、
社
会
の

４
教
科
に
お
い
て
、
県
平
均
を

下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

市
独
自
の
学
力
・
学
習
状
況

調
査
は
、
小
学
校
４
・
５
年
生
と

中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
国
語

と
算
数
・
数
学
の
２
教
科
で
４

月
に
実
施
し
た
。

若
者
向
け
の
刀
剣
展

　

平
成
23
年
度
は
「『
戦
国
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
武
器
・

武
具
列
伝
」
を
、
平
成
24
年
度

は
「
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
と
日

本
刀
展
」
を
開
催
し
た
。

設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　

設
計
企
画
提
案
者
を
公
募
し
、

６
月
29
日
の
第
１
次
審
査
で
５

者
を
選
定
し
た
。
こ
の
５
者
に

よ
る
提
案
説
明
を
７
月
14
日
に

実
施
し
、
午
後
に
行
わ
れ
た
審

査
会
で
最
優
秀
者
を
選
定
し
た
。

地
域
デ
ジ
タ
ル
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

　

電
子
化
し
た
古
い
写
真
と
そ

の
撮
影
場
所
な
ど
を
電
子
地
図

上
に
表
示
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

な
ど
で
公
開
す
る
。
写
真
の
説

明
文
に
は
写
真
に
ま
つ
わ
る
市

民
の
思
い
出
な
ど
を
盛
り
込
む
。

で
、
著
名
な
漫
画
家
や
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
39
人
が
参
加
し
、
日
本

刀
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
創
作

し
、
絵
と
日
本
刀
を
合
わ
せ
て
展

示
し
ま
し
た
。

　
10
月
31
日
か
ら
は
特
別
展
「
第

８
回
お
守
り
刀
展
覧
会
」
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら

「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
が
授
与
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
か
ら
「
ポ
ー

ラ
ン
ド
大
使
賞
」
の
授
与
も
決
定

し
、
国
内
外
か
ら
展
覧
会
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
１・
２
日
、
お
守
り
刀
展

覧
会
の
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
刀と
う
身し
ん

37
口ふ
り
、
拵こ
し
ら
え

６
口
の
出

品
が
あ
り
、
文
化
庁
職
員
の
立
会

い
の
も
と
審
査
が
行
わ
れ
、
文
部

多くの人が訪れた「吉村芳生展」

各
科
か
ら
責
任
者
を
選
出
し
毎
月

２
回
、
勉
強
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
料
金
改
定

　
下

※

水
道
事
業
審
議
会
へ
諮
問
し

て
い
た
下
水
道
事
業
の
運
営
に
つ

い
て
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
下
水
道
の
財
政
が
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
依
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
、
下
水
道
使
用
料
は
平

均
単
価
に
お
い
て
全
国
平
均
単
価

で
あ
る
１
立
方
㍍
当
た
り
２
０
０

円
程
度
の
負
担
は
や
む
を
得
な
い

も
の
で
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
施
設
お
よ
び
漁
業
集
落
排
水
施

設
の
各
使
用
料
を
平
均
約
７
％
値

上
げ
す
べ
き
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
汚
水
処
理
費
の
下
水
道
使
用
料

に
よ
る
経
費
回
収
率
が
約
15
％
と

厳
し
い
財
政
状
況
を
鑑
み
、
こ
の

答
申
に
基
づ
き
料
金
改
定
を
行
う

予
定
で
す
。

火
災
犠
牲
者
は
昭
和
49
年
以
来
最
悪

　　
１
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の
火
災

は
建
物
火
災
８
件
、
林
野
火
災
３

備前長船刀剣博物館で開催された「二次元Ｖ
Ｓ日本刀展」

件
、
そ
の
他
の
火
災
５
件
の
計
16

件
発
生
し
、
前
年
と
比
較
し
、
６

件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
ご
と
の
増
減
は
、

建
物
火
災
２
件
、
林
野
火
災
３

件
、
そ
の
他
の
火
災
３
件
が
増

加
し
、
車
両
火
災
が
２
件
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、火
災
に
よ
る
犠
牲
者
は
、

昭
和
49
年
の
消
防
業
務
開
始
以
来

最
悪
の
６
人
が
亡
く
な
り
、
１
人

が
負
傷
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
の
状
況
は
、
１
月
か
ら
７

月
末
ま
で
に
９
６
６
件
出
動
し
、

前
年
よ
り
73
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
の
搬
送
状
況
は
、
８
月

16
日
ま
で
に
前
年
と
同
数
の
27
人

を
搬
送
し
、
年
齢
区
分
で
は
、
少

年
が
１
人
、
成
人
が
12
人
、
老
人

が
14
人
で
し
た
。

件
付
け
さ
れ
て
お
り
、
完
了
は
平
成

26
年
２
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
計
画
か
ら
、
消
費
税
の
増

税
部
分
も
含
め
、
お
よ
そ
８
億
円

埋蔵文化財発掘調査が終わった
新瀬戸内市民病院予定地

素
材
を
ベ
ー
ス
に
「
地

※

域
デ
ジ
タ

ル
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
型

学
習
）
を
通
じ
、
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
し
、
成
果
を
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
観
光
資
源
の
共
有
、
地

域
産
業
の
振
興
な
ど
に
も
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

美
術
館
で
歴
代
１
位
の
来
館

　

５
月
31
日
か
ら
７
月
15
日
ま

で
開
催
し
た
「
色
鉛
筆
で
描
か

れ
た
超
細
密
画　
吉
村
芳
生
展
」

で
、
代
表
作
「
新
聞
と
自
画
像
」

シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
展
示
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
、
美

術
館
の
催
事
の
中
で
歴
代
１
位

と
な
る
９
、６
９
０
人
の
来
館
を

記
録
し
ま
し
た
。
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市
内
に
お
い
て
、
油
や
ご
み
の

不
適
切
な
排
出
に
よ
り
、
下
水
道

管
の
詰
ま
り
や
悪
臭
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
下
水
道
に
油
を
流
す
と
油
分
が

固
ま
り
、
下
水
道
管
に
こ
び
り
つ

い
て
詰
ま
り
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
流
れ
た
油
分
は
下

水
処
理
場
の
働
き
を
低
下
さ
せ

ま
す
。

　

家
庭
で
油
が
残
っ
た
場
合
に

は
、
新
聞
紙
や
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
に
吸
わ
せ
た
り
、
固
化
剤
な

ど
で
固
め
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

出
す
な
ど
し
て
、
決
し
て
下
水
道

に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
敷
地
内
の
排
水
ま
す
や

管
は
、
各
家
庭
の
管
理
に
な
り
ま

す
。
定
期
的
（
月
に
１
回
程
度
）

に
点
検
し
、
油
分
や
ご
み
が
た

ま
っ
て
い
る
場
合
は
清
掃
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
︻
下
水
道
︼

下
水
道
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

　
︻
廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
︼

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-
１
８
９
９

記号の説明

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

  

下
水
道
に
油
や
ご
み
を

  

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

問 問

油がたまっている台所排水ます きれいな台所排水ます

  

高
齢
者
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

  

予
防
接
種
助
成

▽
持
参
す
る
も
の　
健
康
保
険
被

　
保
険
者
証
ま
た
は
医
療
受
給
資

　
格
者
証
（
本
人
確
認
の
た
め
）、

　
健
康
手
帳

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
事
業
を
10
月
か
ら
平
成
26
年

１
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象

①
満
65
歳
以
上
で
瀬
戸
内
市
に
住

　
民
票
が
あ
る
人

② 

満
60
～
64
歳
の
瀬
戸
内
市
に
住

民
票
が
あ
る
人
の
う
ち
、心
臓・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
低
下

に
よ
り
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
害
を
有
す
る
人
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害

を
有
す
る
人
（
当
疾
患
に
関
す

る
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
の
も
の
）

▽
実
施
期
間

　
10
月
～
平
成
26
年
１
月

▽
費
用　
自
己
負
担
２
、０
０
０
円

▽
実
施
医
療
機
関　
市
が
委
託
し

　
た
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

　
す
。
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い

　
合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
11
月
１
日
に
漁
業
セ
ン
サ
ス
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
農
林
水
産
省
が

都
道
府
県
・
市
区
町
村
を
通
じ
て

実
施
す
る
も
の
で
、
５
年
ご
と
に

わ
が
国
の
漁
業
・
水
産
業
の
生
産

構
造
、
就
業
構
造
お
よ
び
漁
村
、

水
産
物
流
通
・
加
工
業
な
ど
の
漁

業
を
と
り
ま
く
実
態
を
総
合
的
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
皆
さ
ん
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

　
自
立
支
援
医
療
制
度
は
、
心
身

の
障
害
を
除
去
・
軽
減
す
る
た
め

の
医
療
に
つ
い
て
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
を
軽
減
す
る
公
費
負
担

医
療
制
度
で
す
。

　
８
月
１
日
付
で
国
立
療
養
所
長

島
愛
生
園
は
、
腎
臓
病
に
つ
い
て

の
自
立
支
援
医
療
機
関
と
し
て
、

岡
山
県
か
ら
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療

制
度
の
対
象
者
は
、
当
制
度
を
利

用
し
て
長
島
愛
生
園
で
人
工
透
析

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
立
療
養
所
長
島
愛
生
園
福
祉
課

︵
邑
久
町
虫
明
６
５
３
９
︶

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
３
２
１

問

問

問

お
知
ら
せ

　
献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺

体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
実
習
の

た
め
に
、
大
学
へ
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
で
す
。

　
遺
体
は
、
死
後
、
大
学
に
迎
え

ら
れ
ま
す
。
解
剖
実
習
終
了
後
、

大
学
で
火
葬
し
、
死
後
１
年
か
ら

１
年
半
後
に
遺
骨
を
遺
族
に
お
返

し
し
ま
す
。

　
献
体
に
は
、
家
族
や
親
戚
の
同

意
が
必
要
で
す
の
で
、
十
分
に
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
解
剖
実
習
は
、
人
体
の
構
造
を

知
る
た
め
の
大
切
な
学
問
で
す
。

医
学
・
歯
学
の
発
展
の
た
め
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

と
も
し
び
会︵
岡
山
大
学
医
学
部
内
︶

☎
０
８
６-

２
３
５-

７
０
９
２

  

献
体
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
中
退
共
制
度
は
、
昭
和
34
年
に

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ

き
設
け
ら
れ
た
中
小
企
業
の
た
め

の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
中
退
共
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、

安
全
・
確
実
・
有
利
で
、
し
か
も

管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度
が
手

軽
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
新
規
加
入
や
掛
金
月
額
を
増
額

す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
一

部
に
つ
い
て
国
の
助
成
が
受
け
ら

れ
、
全
額
非
課
税
で
あ
る
た
め
手

数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
が
可
能

で
す
。

　
事
業
主
の
人
は
、
制
度
の
利
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
︵
独
︶
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

  

中
小
企
業
退
職
金

  

共
済
制
度

　
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
で
は
、
高

年
齢
者
を
積
極
的
に
活
用
す
る
事

業
主
に
対
し
て
助
成
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　

助
成
金
の
受
給
に
当
た
っ
て

は
、
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

︻
高
年
齢
者
活
用
促
進
コ
ー
ス
︼

　
高
年
齢
者
の
活
用
促
進
の
た
め

の
雇
用
環
境
整
備
の
措
置
を
実

施
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
実

施
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１

（
中
小
企
業
は
３
分
の
２
）、
上
限

５
０
０
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
１
年
以
上
雇
用
し
て

い
る
60
歳
以
上
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
１
人
に
つ
き
20
万
円
を
上
限

と
し
ま
す
。

︻
高
年
齢
者
労
働
移
動
支
援
コ
ー
ス
︼

　
定
年
を
控
え
た
高
年
齢
者
で
、

そ
の
知
識
経
験
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
他
の
企
業
で
の
雇
用
を
希

望
す
る
人
を
、
民
間
の
職
業
紹
介

事
業
者
の
紹
介
に
よ
り
雇
い
入
れ

る
事
業
主
に
対
し
て
、
対
象
者

１
人
に
つ
き
70
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
短
時
間
労
働
者
の
場

合
は
40
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
︵
独
︶
高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構　

岡
山
高
齢
・
障

害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

８
０
１-

５
１
５
０

　

年
金
事
務
所
な
ど
の
職
員
と
称

し
て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
１
人
で
対

応
せ
ず
、
相
手
の
名
前
や
所
属
、

用
件
を
聞
い
て
書
き
と
め
た
上
で
、

家
族
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
話
し
た
り
、
現
金
を
支
払
っ

た
り
、
振
り
込
み
を
せ
ず
に
、
岡

山
東
年
金
事
務
所
、
ま
た
は
警
察

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
お
よ
び
日
本
年

金
機
構
が
業
務
委
託
を
行
う
事
業

者
は
、
次
の
こ
と
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

・
銀
行
口
座
番
号
や
振
込
先
な
ど

　

を
電
話
で
聞
く
こ
と

　

・
銀
行
振
込
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

　

指
示
す
る
こ
と

　

・
届
出
や
申
請
書
の
手
数
料
と
称

　

し
て
現
金
を
預
か
る
こ
と

※
手
続
き
に
手
数
料
は
不
要
で
す
。

　

・
各
種
手
続
き
を
代
行
す
る
こ
と

　

瀬
戸
内
市
に
お
け
る
事
業
者
は
、

下
の
と
お
り
で
す
。

　　

事
業
者
が
、
電
話
や
訪
問
を
す

る
場
合
は
、
会
社
名
と
氏
名
を
名

乗
り
ま
す
。

　

ま
た
訪
問
す
る
場
合
は
、
日
本

年
金
機
構
が
発
行
し
た
身
分
証
（
納

付
督
励
員
証
明
書
）
を
提
示
し

ま
す
。

　

ま
た
納
付
書
を
持
っ
て
い
る
人

に
限
り
、
保
険
料
を
預
か
り
、
必

ず
領
収
証
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

納
付
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
か

ら
、
保
険
料
を
預
か
る
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

岡
山
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

不
審
な
電
話
や
訪
問
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

◎
事
業
者
名

　

日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
︵
株
︶

　

☎
０
１
２
０-

２
１
１-

２
３
１

　
︵
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
︶

問問

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３-

６
９
０
７-

１
２
３
４

問

届…届出先

問   

漁
業
セ
ン
サ
ス
に

  

ご
協
力
を

  

愛
生
園
で
の
人
工
透
析
治
療
が

  

自
立
支
援
医
療
制
度
の
対
象
に

  

高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金

  

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

催
し
物
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

募　
　

集

  

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地
︵
団
地
名
︑所
在
地
︑

　

構
造
︑
規
格
︑
戸
数
︶

　

・
山
田
庄
団
地
、

　
邑
久
町
山
田
庄
４
２
０-

１
、

　

簡
耐
平
屋
建
、
３
D
K
、
１
戸

　

・
東
町
団
地
、

　
牛
窓
町
牛
窓
２
２
２
９-

２
、

　

簡
耐
２
階
建
、
３
D
K
、
１
戸

　

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

11
月
１
日
（
金
）

▽
申
込
期
間

　

10
月
１
日
（
火
）
～
11
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

  

在
宅
難
病
患
者
・

  

家
族
の
集
い

　
里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
家

庭
に
迎
え
て
育
て
る
人
の
こ
と

で
す
。

　
子
ど
も
が
好
き
な
人
、
子
育
て

が
一
段
落
つ
い
た
人
、
子
育
て
経

験
を
生
か
し
た
い
人
な
ど
、
里
親

制
度
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
中
央
児
童
相
談
所

子
ど
も
支
援
課

☎
０
８
６-

２
３
５-

４
１
５
２

問

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

　
市
内
在
住
の
難
病
患
者
と
そ
の

家
族
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、「
在

宅
難
病
患
者
・
家
族
の
集
い
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
11
月
12
日
（
火
）

　
午
後
２
～
４
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
45
分
か
ら
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

　

・
講
話
「
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
療
法
」

　

・
参
加
者
同
士
の
交
流
会

▽
申
込
期
限　
11
月
５
日
（
火
）

　
　

備
前
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
６-

２
７
２-

３
９
３
４

申
問

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

　
10
月
18
日
（
金
）
午
前
11
時
～

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
つ
い
て

▽
講
師　
岡
﨑
和
徳
氏（
内
科
医
）

▽
定
員　
30
人（
食
事
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費　
食
事
付
き
５
０
０
円

　
（
食
事
な
し
１
０
０
円
）

▽
申
込
期
間　
10
月
１
日
（
火
）

　
～
17
日
（
木
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

  

ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
皿
を

  

作
ろ
う

申
問

﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂
標
語
を
選
定

　　
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
法
務
省
が
毎

年
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
推
進
委
員
会
で
は
、
市
内
の
中
学
生
に
呼
び
か
け
、
標
語
を
募

集
し
ま
し
た
。
１
、０
３
５
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
次
の
標
語
が
優
秀
作
品

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀

「
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
」
き
っ
ぱ
り
断
る
心
の
勇
気 

（
髙
津　
未
有　
邑
久
中
１
年
）

い
じ
め
の
輪
な
く
し
て
つ
く
ろ
う
笑
顔
の
輪 

（
小
山
野
乃
夏　
長
船
中
１
年
）

守
ろ
う
よ
明
る
い
笑
顔
地
域
の
輪 

（
山
本　
竜
冬　
牛
窓
中
３
年
）

優
秀

い
い
の
か
な
自
分
の
心
に
ブ
レ
ー
キ
を 

（
吉
田　
佑
樹　
邑
久
中
１
年
）

そ
の
勇
気
隠
し
て
な
い
で
使
お
う
よ 

（
岡
田　
昂
大　
邑
久
中
２
年
）

見
な
い
ふ
り
し
て
る
私
と
さ
よ
う
な
ら 

（
渡
辺　
万
由　
邑
久
中
２
年
）

「
や
め
よ
う
よ
」
だ
れ
か
が
言
え
ば
変
わ
れ
る
よ 

（
岡　
　
玲
奈　
邑
久
中
２
年
）

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
き
み
の
い
ば
し
ょ
は
こ
こ
に
あ
る 

（
森　
　
有
輝　
邑
久
中
３
年
）

み
ん
な
の
手
か
さ
な
り
あ
う
手
で
仲
間
の
輪 

（
佐
藤
友
里
奈　
邑
久
中
３
年
）

言
っ
て
み
よ
う
「
相
談
の
る
よ
良
か
っ
た
ら
」 

（
上
野　
美
優　
邑
久
中
３
年
）

い
や
な
こ
と
勇
気
を
も
っ
て
こ
と
わ
ろ
う 

（
藤
原　
星
七　
長
船
中
１
年
）

一
人
じ
ゃ
な
い
仲
間
が
く
れ
る
救
い
の
言
葉 

（
太
田　
昂
宏　
長
船
中
１
年
）

一
人
じ
ゃ
な
い
み
ん
な
キ
ミ
の
味
方
だ
よ 

（
雪
吉
晃
二
郎　
長
船
中
２
年
）

あ
い
さ
つ
を
笑
顔
で
か
わ
す
瀬
戸
内
市 

（
高
原　
一
晃　
長
船
中
３
年
）

君
が
い
る
た
だ
そ
れ
だ
け
で
嬉
し
い
よ 

（
河
野　
萌
衣　
長
船
中
３
年
）

大
丈
夫
あ
な
た
の
味
方
は
そ
ば
に
い
る 

（
清
水　
航
陽　
長
船
中
３
年
）

お
は
よ
う
で
み
ん
な
の
心
を
つ
な
い
で
る 

（
磯
本　
大
輔　
牛
窓
中
２
年
）

ち
ょ
っ
と
ま
て
や
っ
て
み
る
前
考
え
て 

（
森
下　
直
樹　
牛
窓
中
３
年
）

さ
し
の
べ
た
あ
な
た
の
そ
の
手
が
救
い
の
手 

（
藤
原　
菜
摘　
牛
窓
中
３
年
）

  

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭

  

２
０
１
３

　

パ
ト
リ
シ
ア
ね
っ
と
わ
ー
く

（
瀬
戸
内
市
お
は
な
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
は
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
町
お
こ
し

を
し
て
い
る
北
海
道
剣
淵
町
を
舞

台
に
、
絵
本
の
力
と
親
子
の
絆
を

描
い
た
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
の
上

映
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

　
11
月
30
日
（
土
）　

　

・
上
映
１
回
目　
午
前
9
時
50
分
～

　

・
上
映
２
回
目　
午
後
１
時
20
分
～

　

・
中
井
貴
惠
さ
ん
（
女
優
）
の
ト
ー

　
ク
シ
ョ
ー　
午
後
３
時
50
分
～

催
し
物

　
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
を
会
場
に
牛

窓
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
２
０
１
３
を

開
催
し
ま
す
。

　
収
穫
祭
当
日
は
オ
リ
ー
ブ
園
近

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
素
焼
き

の
皿
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど
を
描
く
絵
付

け
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
展
示
す

る
絵
皿
展
も
開
催
し
ま
す
。

︻
ク
リ
ス
マ
ス
の
皿
絵
付
け
︼

▽
期
間　
11
月
４
日
（
月
・
祝
）
ま
で

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
祝

　

日
を
除
く
）、
祝
日
の
翌
日

　
で
す
。

▽
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
受
付
は
午
後
３
時
ま
で

※
10
人
以
上
で
参
加
す
る
場
合
、

　
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
参
加
費　
８
０
０
円

︻
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
皿
展
︼

▽
期
間　
12
月
10
日
（
火
）
～
15

　
日
（
日
）

▽
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　
　

寒
風
陶
芸
会
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

　
岡
山
刑
務
所
で
は
、
岡
山
地
区

矯
正
展
（
刑
務
所
作
業
製
品
展
示

即
売
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
刑
務
所
内
の
見
学
や
刑
務
作
業

製
品
の
展
示
即
売
、歌
謡
シ
ョ
ー
、

地
元
町
内
会
に
よ
る
う
ど
ん
や
野

菜
の
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。　

▽
日
時　
10
月
19
日
（
土
）
午
前

　
９
時
30
分
～
午
後
４
時
、
20
日

　
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

　
３
時

▽
場
所　
岡
山
刑
務
所
（
岡
山
市

　
北
区
牟
佐
７
６
５
）　

　

岡
山
刑
務
所

☎
０
８
６-

２
２
９-

２
５
３
４

  

第
28
回
岡
山
地
区
矯
正
展

  

絵
本
で
心
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ      

  

映
画
﹁
じ
ん
じ
ん
﹂
上
映
会

皿絵付けを楽しみませんか

隣
の
車
両
進
入
を
規
制
し
ま
す
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
跡
地（
瀬
戸
内
警
察
署
南
）

の
臨
時
駐
車
場
か
ら
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
26
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園

▽
主
な
内
容　

　
オ
リ
ー
ブ
収
穫
体
験
、
搾
油
実

演
、テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ（
味
き
き
）、

大
鍋
で
調
理
し
た
パ
エ
リ
ア
の
試

食
（
無
料
）、
オ
リ
ー
ブ
の
育
て

方
相
談
会
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
子

ど
も
向
け
の
工
作
、
産
直
品
販
売

▽
入
場
料　
無
料

　

オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
実
行
委
員
会

☎
０
８
６
９-

３
４-

９
１
１
３

マッシュルームのうにマヨネーズ和え

三宅むつ子さん（瀬戸内市栄養委員会長船支部）です。

◆材料（4 人分）
●マッシュルーム（12 個）
●貝割れ菜（1 パック）
●しょうゆ（1 ～２滴）
うにマヨネーズ
●練りうに（大さじ 1 と 1/2）
●白ワイン（大さじ 1/2）

●レモン汁（小さじ2）
●トマト（1/3 個）

●マヨネーズ（大さじ６弱70g）

◆作り方
①マッシュルームを薄切りにして、レモン汁
を振り掛ける。
②貝割れ菜の根を切り落とす。
③トマトを薄切りにする。
④うにマヨネーズを作り、しょうゆを加える。
⑤マッシュルームを④であえる。
⑥皿に⑤と貝割れ菜を盛り付ける。上にトマ
トを飾る。
※しばらく冷蔵庫に入れておくと、味がなじ
んでおいしくなる。
※うにマヨネーズはパンに塗ってもおいしい。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
料
金

　

・
前
売
り
券　
１
、０
０
０
円

　

・
当
日
券　
１
、５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
無
料
招
待
（
招

　
待
券
が
必
要
で
す
）。

　

パ
ト
リ
シ
ア
ね
っ
と
わ
ー
く

中
川
さ
ん　

☎
０
９
０-

９
９
９
７-

７
３
８
０

  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

予
問問

問

問
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10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。
裁

判
所
な
ど
で
は
、10
月
１
日
（
火
）

～
７
日
（
月
）
を
「
法
の
日
」
週

間
と
し
、
無
料
法
律
・
人
権
相
談

を
行
い
ま
す
（
申
込
不
要
）。

　
ま
た
、
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の

見
学
、
裁
判
の
傍
聴
、
検
察
庁
庁

舎
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

▽
法
律
・
人
権
相
談
日
時

　

10
月
３
日
（
木
）
午
前
９
時
30

分
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所

　
岡
山
弁
護
士
会
館
２
階

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
）

  

無
料
法
律
・
人
権
相
談

  

な
ど

  

相
続
遺
言
・
登
記
・

  

成
年
後
見
等
相
談

　
岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
登
記
・

成
年
後
見
等
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
12
日
（
土
）
午
前 

　
10
時
～
午
後
１
時（
予
約
不
要
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
相
談
料　
無
料

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

お
か
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
４
７
０

  

法
務
局
休
日
相
談
所

　
法
務
局
で
は
、
次
の
と
お
り
休

日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
な

ど
の
登
記
手
続
、
土
地
の
境
界
問

題
、
遺
言・相
続
に
関
す
る
こ
と
、

戸
籍
に
関
す
る
こ
と
、
い
じ
め
・

Ｄ
Ｖ
・
差
別
・
虐
待
な
ど
の
人
権

問
題
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
法
務

局
に
お
い
て
取
り
扱
う
事
務
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　
相
談
は
、
法
務
局
職
員
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権

擁
護
委
員
が
担
当
し
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
６
日
（
日
）
午
前

　
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
　

　
岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局

　
（
備
前
市
東
片
上
３
８
２
）

　

岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局

☎
０
８
６
９-

６
４-

２
７
７
０

　
10
月
21
日（
月
）か
ら
27
日（
日
）

ま
で
は
総
務
省
が
定
め
る
「
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。
総
務
省
で

は
、
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

国
、
県
、
市
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
機
関
や
関
係
団
体
の
職
員
な
ど

︻
無
料
法
律
・
人
権
相
談
︼

問
岡
山
家
庭
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
０
８
６-

２
２
２-

６
７
７
１

︻
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
︑

裁
判
の
傍
聴
︼

問
岡
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
広
報
係

☎
０
８
６-

２
２
２-

６
７
７
１

︻
検
察
庁
庁
舎
の
見
学
︼

問
岡
山
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

☎
０
８
６-

２
２
４-

５
８
６
７

　
（
岡
山
市
北
区
表
町
３-

22-

22
）

　
　

岡
山
県
行
政
書
士
会

☎
０
８
６-

２
２
２-

９
１
１
１  

　
本
め
す
す

今月のお

緊
張
や
不
安
を
解
く
方
法
は
練
習
で
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
切
な
の
は
「
緊
張
し

な
い
こ
と
」
で
は
な
く
、「
緊
張
し
す
ぎ
な
い

こ
と
」
で
す
。
そ
の
方
法
を
10
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に

練
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

緊
張
し
て
失
敗
す
る
子
ど
も
の
た
め
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
・
レ
ッ
ス
ン

有
光
興
記
︙
監
修　

講
談
社

BooKs

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

相　
　

談
  

行
政
書
士
に
よ
る

  

無
料
相
談
会

　
岡
山
県
行
政
書
士
会
で
は
、
10

月
の「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」

の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
面
談
と

電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
行
政
書
士
業
務
全
般
、
Ａ

Ｄ
Ｒ
（
自
転
車
事
故
）、
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
電
話

に
よ
る
相
談
の
場
合
は
、
通
話
料

は
相
談
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
１
日
（
火
）
～
３

　
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
面
談
に
よ
る
相
談
場
所

　
岡
山
県
行
政
書
士
会
館

　
中
国
総
合
通
信
局
で
は
、
不
法

電
波
に
よ
る
混
信
・
妨
害
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
な
ど
電

波
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い

て
、
相
談
電
話
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　

中
国
総
合
通
信
局

①
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害
相
談

☎
０
８
２-

２
２
２-

３
３
３
２

②
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
受
信
障
害

☎
０
８
２-

２
２
２-

３
３
８
３

が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
に
応
じ

る
「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
21
日
（
月
）
午
前

　
10
時
～
午
後
３
時（
予
約
不
要
）

▽
場
所　
岡
山
市
役
所

　
（
岡
山
市
北
区
大
供
１-

１-

１
）

▽
相
談
料　
無
料

※
通
常
の
行
政
相
談
も
、
左
ペ
ー

　
ジ
の
予
定
表
の
と
お
り
実
施
し

　
ま
す
。

　

岡
山
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
８
６-

２
２
４-

１
１
０
０

　

総
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
２

  

電
波
に
関
す
る

  

困
り
ご
と
相
談

1 火

２ 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
体 骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　牛窓ヨットハーバー内艇庫

3 木
⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　ゆめトピア長船
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　10：00 ～ 12：00　13：00 ～ 15：00　ゆめトピア長船
⑬窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

4 金

5 土

6 日
体 瀬戸内卓球ミックスダブルス交流大会　9：00 ～　牛窓体育館
体 瀬戸内市ダブルステニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園

7 月 ⑦こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

8 火

9 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑫ 1 歳 6 カ月児健診【対象：平成 24 年 3 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船
体 骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G 海洋センター

10 木
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　10：00 ～ 12：00　13：00 ～ 15：00　牛窓支所
⑫ 2 歳児健診【対象：平成 23 年 6 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

11 金 ⑥離乳食講習会【対象：4 ～ 6 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

12 土 体 瀬戸内市長杯ペタンク大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園

13 日 体 歩こう会　寄島コース　8：29 邑久駅発赤穂線

14 月
体育の日
体 瀬戸内市スポーツフェスティバル　10：00 ～　邑久スポーツ公園、
邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

15 火

16 水

②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑫乳児健診（9カ月児）【対象：平成 25年 1月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船
体 骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G 海洋センター

17 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

18 金
19 土
20 日 体 瀬戸内市秋季ソフトボール大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園、長船スポーツ公園

21 月 ⑦こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

22 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

23 水
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
⑫３歳児健診【対象：平成 22 年４月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船
体 骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G 海洋センター

24 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　ゆめトピア長船

25 金 ③なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

26 土

27 日
体 瀬戸内市近隣親善ソフトテニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園
体 瀬戸内市秋季ソフトバレーボール大会　9：00 ～　牛窓体育館

28 月
29 火
30 水
31 木

 

木
版
画
の
詩
人 

鈴
木
敦
子
展
（
～
11
月
４
日
）

人の動き《平成 25 年９月 1 日現在》

人口 ３８，８５２人 （＋４８） 男 １８，５１５人  （＋１７）

世帯 １４，９９６世帯 （＋４９） 女 ２０，３３７人  （＋３１）

102013年 　　 月の予定
①行政相談（主に行政全般に関する相談） 
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談（要予約） 　
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談 
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会 
　（求職者を対象とした相談）
　問福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４１
⑫子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑬窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑬の日時は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

10 月 31 日（木）が納付期限の市税・保険料
市県民税【３期】　国民健康保険税【４期】
介護保険料【４期】　後期高齢者医療保険料【２期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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日

休
館
日
（
展
示
替
え
）
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日

休
館
日

  

一
日
合
同
行
政
相
談
所

相

相
問

問問

問問

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

第八回お守り刀展覧会（10 月 31 日～ 12 月 23 日）
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　　８月２日、市は、生活協同組合おかやまコ

ープと包括連携協定を締結しました。地産地消、

災害時の連携、環境保全、高齢者の支援、地域

福祉などの幅広い分野で緊密に連携・協力し、

地域社会の活性化や市民サービスの向上に取り

組みます。

 　協定書調印式で、武久顕也市長は「この連

携は、瀬戸内市民の安全 ･ 安心や地域の活性化

の面で意義があり、市の財産となる」と、平田

理事長は「瀬戸内市の豊かな資源を生かした商

品開発により、ともに発展したい」とそれぞれ

の思いを述べました。 協定書を手に握手を交わす生活協同組合おかやまコープ平田昌三理事長（写真右）と武久市長

　安 全 ･ 安心や地域の活性化へ向けて おかやまコープと包括連携協定　

　（財）自治総合センターの宝くじ助成金を活

用し、本庄地区コミュニティ協議会が椅子、机、

プロジェクター、電子黒板、音響機器などを購

入しました。

　７月 27 日、これらを使って、災害被害の防

止や軽減について学ぶ地域防災の講習会を開催

しました。また８月 11 日、ふれあい会を開催し、

地域住民同士の親睦を深めました。

　自治会でも、宝くじ助成金を利用できます。

条件や申し込み方法などの詳細は、お問い合わ

せください。

　まちづくり推進課　☎０８６９-２２-１０３１

　地   域活動の活性化を 宝くじ助成金を活用して機器整備　

購入した機器を活用して防災の研修会を行った本庄地区コミュニティ協議会
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わが家の宝１歳です！Ryousei
 平成 24年 7月 26日生まれ

太田凌
りょうせい

聖ちゃん
お住まい　邑久町向山
ひとこと　

茉
ま き

希お姉ちゃんと仲良く遊んで
スクスクと大きくなってね。
お姉ちゃんに負けるな！

（父 大三さん　母 由香さん）

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどでまちづくり推進
課へ送付してください。匿名・ペンネー
ムを希望する場合は、その旨もお書きく
ださい。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
すべての原稿や作品を掲載できない場合も
ありますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所まちづくり推進課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２２ - １０３１
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

問

  けいじばん
全日本大会へ岡山県代表として出場し第３位に
邑久リーガース軟式野球スポーツ少年団
　邑久リーガース軟式野球スポーツ少年団は、８月 10 日から 13 日
にかけて行われた第 35 回全日本都市対抗少年野球淡路島大会に、岡
山県代表として出場し、奈良県、北海道、香川県、兵庫県のチーム
に競り勝ち、第３位となりました。この４日間で、選手は精神的に

も技術的にも成長しました。子
どもたちは大人に、大人も子ど
もたちに感謝する素晴らしい大
会でした。活動に興味のある人
は、お問い合わせください。
　邑久リーガース軟式野球スポーツ
少年団育成会長　奥山陵さん
☎０９０-４８００- ５０９６

Tomoka
 平成 24年 7月 26日生まれ

土井内那
と も か

花ちゃん
お住まい　邑久町北島
ひとこと　
笑顔いっぱいの那花が大好き♡
♡生まれてきてくれて有難う

（父 祐真さん　母 真理さん）

問

市長と教育長に第３位の報告をした際の記念の集合写真

問

市民ギャラリー

▼

山
本
敏
子
さ
ん

▼

大
畑
千
寿
子
さ
ん 　８月 13 日に満 100 歳を迎え

た梶原末子さん（邑久町下山田）

のお祝いに、８月 23 日、土井

和子保健福祉部長らが、入所し

ている施設を訪問しました。梶

原さんは家族や職員、利用者に

囲まれながら、笑顔でお祝い状

を受け取りました。また、８月

28 日に満 100 歳を迎えた横山

　い   つまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い　

土井部長が読み上げるお祝い状に見入る梶原さん（写真左）（左） 
／ 「ありがとうございます」と感謝の言葉を述べる横山さん（写真中央）（右）

ヨシノさん（長船町長船）のお祝いに、土井部長らが、入所している施設を訪問しました。感謝の言葉を述べ、土井

部長からお祝い状を受け取った横山さん。長寿の秘訣はくよくよせず、みんなと仲良くすることだそうです。お二人

とも、これからも元気でお過ごしください。
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